
公財政教育支出の対ＧＤＰ比（2014年）
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来
年
度
予
算
に
む
け
た
概
算
要
求

が
７
月
末
ま
で
に
と
り
ま
と
め
ら
れ

ま
す
。
文
部
科
学
省
の
概
算
要
求
に
、

真
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
必
要
な

内
容
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
私
た
ち

の
願
い
を
届
け
る
こ
と
が
急
が
れ
ま

す
。
全
日
本
教
職
員
組
合
や
子
ど
も

全
国
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
す
す
め
る
署

名
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
教
育
予

算
増
」
「
教
育
無
償
化
」
「
教
職
員
定

数
改
善
」
を
柱
と
し
た
要
請
内
容
で

す
（
別
表
）
。

子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
豊
か

な
学
び
が
で
き
る
学
校
は
、
父
母
、

教
職
員
は
じ
め
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

幼
児
教
育
か
ら
大
学
教
育
ま
で
、
す

べ
て
の
子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
保
障

し
、
国
の
責
任
で
誰
も
が
お
金
の
心

配
な
く
安
心
し
て
学
べ
る
条
件
整
備

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

貧
困
の
深
ま
り
と
格
差
の
拡
大
が
、

子
ど
も
の
安
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
家
庭
を
直
撃

し
て
い
ま
す
。
７
人
に
１
人
の
子
ど

も
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
し
か
も
日

本
で
は
相
対
的
貧
困
率
の
指
標
と
な

る
「
貧
困
ラ
イ
ン
」
が
下
が
り
続
け

て
い
ま
す
。
収
入
が
増
え
て
い
な
い

の
に
「
ラ
イ
ン
」
が
下
が
る
た
め
貧

困
状
態
で
な
く
な
っ
た
と
判
断
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

加
え
て
、
政
府
は
こ
の

月
か
ら

10

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
行
う

と
し
て
い
ま
す
。
就
学
援
助
制
度
を

利
用
で
き
な
く
な
る
小
中
学
生
世
帯

が
急
増
す
る
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

従
来
通
り
の
制
度
を
運
用
す
る
た
め

に
は
市
町
村
の
負
担
増
し
か
方
法
が

な
く
、
国
の
責
任
放
棄
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。(

反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
集
会
で
の

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
発
言
を
裏
面
で
紹
介)

私
立
大
学

生
が
入
学
費

に
充
て
る
た

め
の
借
入
金

が

万
円
に

198

も
な
る
と
の
調
査
結

果
も
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
卒
業
時
に
は

数
百
万
か
ら
一
千
万
円
超
の
借
金
を

背
負
っ
て
社
会
に
出
ざ
る
を
得
な
い

多
く
の
学
生
が
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
独
自
に
よ
る
少
人

数
学
級
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
一
方
、

国
に
よ
る
抜
本
的
な
見
直
し
は
棚
上

げ
状
態
で
す
。
教
職
員
の
定
数
改
善

は
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
進
め
る

上
で
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、

教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
を
改
善

す
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
す
。

教
育
に
対
す
る
公
財
政
支
出
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ(

経
済
協
力

開
発
機
構)

加
盟
国
の
平
均
で

％
4.4

(

年)

で
す
が
、
日
本
は

％
で
加
盟

2014

3.2

国
中
最
下
位
で
す(

グ
ラ
フ)

。

せ
め
て
加
盟
国
平
均
並
み
へ
の

改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
無
償

化
、
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
、

人
学
級
完
全
実
施
な
ど
が
可

30能
に
な
り
ま
す
。

教
育
予
算
増
を
求
め
る
要
請

署
名(

え
が
お
署
名)

へ
の
協
力

を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

日本は加盟国中、最下位。

せめてOECDの平均並みに。
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2019年度政府予算にむけた
文科省概算要求に対する要請署名

期限付・臨時的任用者を対象に

特別選考 本選考との併願可

道教委は、来年度の北海道公立学校教員採用に関わり特別選

考の実施を公表しました。概要は下記の通りで、本選考との併願も

可能です。すでに学校現場で子どもの教育にあたっている期限付

教員や産休・育休代替などの臨時的任用教員について、１次試験免

除など採用選考上の配慮が必要との要求を上げ続けてきました

が、一定の反映が見られた形です。積極的な活用が求められます。

本選考１次検査が仮に通らなかった場合でも、本制度で受検でき

るということです。4月～9月の業績評価も判定資料となるので、

現場での支援などの対応も求められます。

要請事項

１． 教育の機会均等を保障するために、教育条件整備を行うこと

①国の責任で就学援助制度を拡充すること

②必要とするすべての高校生・大学生に支給できるよう、給付

制奨学金を拡充すること

③高等学校等就学支援金制度の見直しにあたり、所得制限を

撤廃し、公私ともに学費の無償化を前進させること

④高額すぎる大学等の授業料を引き下げること

２． 国の責任で、小・中学校および高校の全学年で35人以下学

級を実現するために、教職員定数を計画的に改善すること

３． 障害児学校の過大・過密の解消をはかり、障害児学級の定

数改善をおこなうこと

４． 東日本大震災・福島原発事故や自然災害などの被災地に

おける子どもを守るため、学校と地域の復旧・復興をすすめる

こと

道
教
委

■受検資格 道内の公立学校で①2015年4月1日～18年3月31

日までに24月以上の勤務実績があること(1日勤務した月でも

1月換算)②本年4月1～6月29日までに勤務実績があること。

■検査項目 (1)適性(2)指導案作成(3)個別面接(4)実技

■検査免除 ・一定有資格者のリスニング、英語実技の免除

・過去3年間の同区分受検者についての実技検査が一定水

準以上の場合はその実技検査免除

・本選考適性検査を受検した場合はその適性検査を免除

・本選考実技検査を受検した場合はその判定結果を使用

■受付期間 ６月15日(金)～6月29日(金)※郵送消印有効

■検査日 ・実技 ８月3日(金)～5日(日)

・適性、指導案、面接 11月23日(金)～24日(土)

■結果発表 12月28日(金) ＨＰ、通知発送

■登録予定数 受検区分ごとの総登録予定数の５～10％程

度(100人程度の見込み)



５
月

日
・

日
、
国
民
平
和

29

30

行
進
が
桧
山
路
を
行
き
ま
し
た
。
同

行
進
は
、

年
６
月

日
、
西
本
あ

1958

20

つ
し
さ
ん
が
被
爆
者
や
広
島
市
長
に

見
送
ら
れ
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

が
開
催
さ
れ
る
東
京
に
向
け
て
歩
き

始
め
た
の
が
最
初
で
す
。
以
来

年
、

60

毎
年
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
の
開
催
地
、
広
島
と

長
崎
を
め
ざ
し
て
網
の
目
の
行
進
が

広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
海
南
コ
ー
ス
と
な
る
桧
山
で

は
、
５
月

日
に
通
し
行
進
者
・
山
口

29

逸
郎
さ
ん（

歳
）
を
迎
え
、
同
日
、せ

86

た
な
町
で
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
、
町
内
を
元
気
よ
く

21行
進
し
ま
し
た
。

翌

日
に
は
、
江
差
町
で
通
し
行

30

進
者
を
迎
え
、

名
が
い
に
し
え
街
道

58

か
ら
町
の
中
心
部
に
向
け
て
行
進
し

ま
し
た
。
道
々
で
、「
核
兵
器
を
な
く
そ

う
」「
平
和
な
世
界
を
築
こ
う
」な
ど
と

大
き
な
声
で
訴
え
ま
し
た
。

通
し
行
進
者
の
山
口
氏
は
、
映
画

製
作
に
携
わ
っ
た
方
で
、「
翼
は
心
に
つ

け
て
」の
企
画
・
製
作
も
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
で
、「
映
画
づ
く
り
と

平
和
希
求
は
一
体
だ
っ
た
」と
振
り
返

り
、
歴
史
の
真
実
に
向
き
合
う
表
現

者
と
し
て
の
使
命
を
熱
く
語
り
ま
し

た
。

歳
を
超
え
る
参
加
者
が
い
た
こ

90

と
に
感

動

も
ひ

と
し
お

で
、「

86

歳
は
ま

だ
ま
だ

若
い
」
と

決
意
を
み
な
ぎ
ら
せ
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
日
、
奥
尻
町
を
訪
れ
て

い
た
北
海
道
原
水
協
事
務
局
長
の
島

田
千
津
子
さ
ん
が
合
流
、
町
長
や
教

育
長
な
ど
か
ら
核
兵
器
廃
絶
へ
の
賛

同
署
名
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。こ
れ
で
、桧
山
で
は
全
町
の

首
長
が
署
名
し
た
こ
と
に
な
り
、
文
字

通
り
「
核
兵
器
禁
止
・
核
廃
絶
」は
地

域
を
覆
う
声
と
な
り
ま
し
た
。

広
島
・
長
崎
を
め
ざ
し
行
進
は
今
も

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２０１８年６月１１日 ひ や ま 第３号

総合共済

うれしいとき、かなしいとき

にあなたを応援します。

月々６００円

さらに退職時には

掛金が全額戻ります！

●結婚祝金に１０,０００円

●出産祝金で5,０００円

●災害見舞金に１０万円(全壊)など

他にもいろいろ

資料をお求めの方は檜山教職員組合へお気軽にどうぞ

今回の政府案が通ってしまうと、私の世帯は引き下げ率が高い世帯となっ

てしまいます。引き下げの理由は、「一般低所得世帯」と比べた時、私たちの

支出額の方が上回ったからだと聞きました。でも私はここは大変疑問に思う

ところです。

生活保護が受けられるようになる前、つまり今回で言うところの「一般低所

得世帯」であった頃の私たちの生活は、とてもと ても厳しいも

のでした。

私は、今より８キロ以上痩せていました。子ど もたちを食

べさせるために自分はあまり食べずにいました。 生活に対す

る不安感が強すぎて感覚が鈍くなっているのか、 外に出てい

るときはおなかがすいているのに、家に帰って子 どもたちを

目の前にするとその感覚を失うのです。貧しいの は私のせ

いなのだから私は食べてはダメ、という強迫に近 い感情が、

そこにはありました。

お風呂はお湯の温度をギリギリまで下げてお 湯をため、

シャワーは使わず、３人一緒に入っていました。 お風呂か

らあがる時は、浴槽の中にはずいぶんと冷めた わずかなお湯が残っているだけ。当時、子

どもたちは「寒い、寒い」と言いながら、大急ぎで 体を拭いていました。

室内の電気も暗くなるギリギリまでつけず、 子どもたちを早く寝かせて私も電気を消し

て早々と布団に入っていました。夜、テレビを見 ることの楽しみもない夜です。

一番つらかったのは無保険だった期間です。 ３年間、幼い子どもたちを一度も病院に連

れていけませんでした。息をひそめ、薄氷の上を 歩いているかのような生活でした。

でもそんな生活は、外側からは見えにくい状 態であったと思います。あまりにも恥ずかし

い生活なので、周囲には悟られないようにしてい ました。

「一般低所得世帯」の中には、そんな生活を している世帯が多く存在しているかもしれま

せん。国には、そんな生活が人として健全な暮ら しであるかどうか、目を向けていただきた

い。本当に必要な対策は、生活保護費を下げる ことではなく、保護受給世帯や低所得世帯

の生活実態を把握して考えていくことではないで しょうか。

つらくて惨めな生活は、生活保護を受けるよ うになってから天国のようになりました。子ど

もたちに食べさせてあげられる安心感、それは母親としてとても幸せなことでした。私には、国が神様のように

見えました。心から感謝しました。

そして思ったことは「この負の連鎖を断ち切りたい。子どもたちを心も体も丈夫な子に育てよう。それが助け

ていただいた国に対して私のできる恩返しなんだ」――そう思って今を生きています。

ただ、今回の引き下げが決定したとき、「今度はどこを削って生活しよう」と。光熱費も食費も今が限界で

す。子どもたちの将来かかってくる学費や、今現在使っている塾代を削る。そこしかありません。本当は感謝し

たい国に対して、反対意見を出すということがとても悲しいです。どうか親子ともに自立しようと思う気持ちを

折らないでください。

無
保
険
で
病
院
に
も
行
け
ず
…

政
府
は
、
所
得
が
最
も
少
な
い

％
層
に
合
わ
せ
て
、
生
活

10

保
護
基
準
を

月
か
ら
３
年
間
で
最
大
５
％
引
き
下
げ
る

10

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
食
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
ど
ん
底
の

生
活
か
ら
や
っ
と
救
わ
れ
た
人
々
が
、
ま
た
元
の
生
活
へ
と

突
き
落
と
さ
れ
る
事
態
が
…
。
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
集
会

で
の
、
あ
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
の
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

核兵器ＮＯ！ 歩く、６０年 国民平和行進2018

桧山路を行く桧山路を行く
せたな集会―道退職桧山支部長・福原賢規氏の挨拶を聞く参加者

江差行進―「核兵器なくそう」と声をあげながらいにしえ街道を歩く


